
平 成 � � 年 保 育 士 試 験 問 題

発 達 心 理 学

（選択式 10 問）

注 意 事 項

� 指示があるまで開かないこと。

� 解答用紙について

（1） 受験番号・氏名（漢字・カナ）・生年月日を記入し、受験番号が正しくマーク

されているか確認すること。また、受験番号シールを貼付欄に貼ること。（正し

く記入・マーク・シール貼付がされていない場合、採点されないことがありま

す。）

（2） 解答用紙を折り曲げたりメモやチェック等で汚したりしないよう注意すること。

（3） 鉛筆またはシャープペンシル（ＨＢ〜Ｂ）を使用し、濃く、次の例にならって

はっきりとマークすること。

（例）問�の解答が、� であれば解答用紙を

問� 1 2 4 5 のようにマークすること。

良い解答の例 ･･･ （濃くマークすること。はみだしは厳禁）

悪い解答の例 ･･･ (解答したことにならない）

（4） 各問に対し、�つ以上解答（マーク）したときは誤りとする。

（5） 修正した場合は、必ず「消しゴム」であとが残らないよう完全に消すこと。
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問� 次の文は、発達に関する記述である。適切な記述を○、不適切な記述を姶とした場

合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ ロック（Locke, J.）の経験論によれば、子どもはタブラ・ラサ とよばれる白紙状態

で生まれ、その後、性格や能力が形成される。

Ｂ 愛着の発達段階説では、特定の人に対して定位や発信を向けるようになるのは、誕生

から 12 週頃の第�段階である。

Ｃ 文化が発達に影響することを示そうとしたヴィゴツキー（Vygotsky, L.S.）は、思考

の普遍的な発達段階を構築した。

Ｄ ワトソン（Watson, J.B.）が主張した行動主義では、発育・発達は人間が統制できる

と考える。

Ｅ 知能の構造は、生物学的な「同化」と「調節」のはたらきによって体制化（均衡化）

されるとピアジェ（Piaget, J.）は想定している。

（組み合わせ）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

� ○ 姶 姶 ○ ○

� ○ 姶 姶 ○ 姶

� 姶 ○ ○ 姶 ○

� 姶 ○ ○ 姶 姶

� 姶 ○ 姶 ○ 姶
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問� 次の文は、「保育所保育指針」第�章 生後�か月未満児の発達の主な特徴に関する

内容の記述である。適切な記述を○、不適切な記述を姶とした場合の正しい組み合わせ

を一つ選びなさい。

Ａ 感覚器官を含め、すべての身体発育や行動の発達は子どもが生来持っている機能の発

達によることが大きいが、こうした生得的、生理的な諸能力の発達も、その子どもが生

活している環境、特に周りの大人との温かく豊かな相互応答的な関係の中で順調に促進

される。

Ｂ 微笑みも生理的なものから、あやすと笑うなど社会的な意味を持ちはじめるが、大人

の働きかけに対して無関心な場合が多い。

Ｃ 保育士が、生後�か月頃の子どもをあやすと笑うなどの行動に気づき、感受性豊かに

受け止め、優しく体と言葉で応答することにより、子どもは自分がした行動の意味を理

解するようになり、特定の保育士との間で情緒的な絆が形成される。

Ｄ 眠っている時と、目覚めている時とがはっきりと分かれ、目覚めている時には、音の

する方向に向く、見つめる、追視する、一語文や二語文を発するなどの行動が活発にな

る。

（組み合わせ）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

� ○ ○ 姶 ○

� ○ 姶 ○ 姶

� ○ 姶 姶 ○

� 姶 ○ ○ 姶

� 姶 ○ 姶 ○
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問� エリクソン（Erikson, E.H.）は、人間の育ちを�つの発達段階に分け、第�段階

には信頼と不信という心理・社会的危機（発達課題）があると考えた。その説明として

適切な記述を一つ選びなさい。

� 乳児は母親に�日に�時間以上抱かれていると、心が落ち着き、母親は私のことを信

頼しているのだという感覚を持つようになる。

� 乳児が抱く社会に対する信頼の最初の表れは、乳や食べ物を十分にとり、よく眠り、

便通が順調であるということである。

� 乳児が成し遂げる最初の社会的達成は、母親が見えなくなったら、不安になり、大声

で泣いて母親を呼ぶことである。

� 乳児が最初期の経験から得る信頼は、食物や愛情の量が重要であり、母親との関係の

質によるところは少ない。

� 第�段階における発育盛りの子どもにとっては、耐え抜くことのできないフラスト

レーションが満ちあふれている。
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問� 次の文は、乳幼児期におけるスキンシップの説明である。適切な記述を○、不適切

な記述を姶とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ 赤ちゃんが大声で泣いている時に抱っこをしてスキンシップを図ると、それ以後すぐ

に泣く、「抱きぐせ」がつくようになるので抱かない方がよい。

Ｂ 一人一人の子どもの状態に応じて、スキンシップを十分取りながら心身ともに快適な

状態を作り、情緒の安定を図る。

Ｃ 良質な保育とは、親などの保育者が「子どもと積極的にスキンシップを図り、子ども

の発声・発語にきちんと応える姿勢」を意味する。

Ｄ スキンシップを図ると、依存性の強い子どもになってしまい、大人になっても自立で

きないようになるので、立派な大人にするためにはスキンシップは必要ない。

Ｅ 乳児が抱っこを求めてきたときは、可能な限り抱っこというスキンシップをとり、快

適な状態と心の安定や安心感を与えた方がよい。

（組み合わせ）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

� ○ ○ 姶 ○ 姶

� ○ 姶 姶 姶 ○

� 姶 ○ ○ 姶 ○

� 姶 ○ 姶 ○ 姶

� 姶 姶 ○ 姶 ○
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問� 次の文は、仲間関係、友達関係の発達についての記述である。適切な記述を○、不

適切な記述を姶とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ 仲間との関係ができ一人で遊ぶよりも複数の仲間と遊ぶことが多くなるのは、�歳頃

からである。�、�歳児は、他の子どもと継続的に接していても一緒に遊ぶことはない。

Ｂ 子どもに、友達とはどういう人であるかとたずねる場合、�、�歳になると、一緒に

遊ぶ人を友達であると答えるようになるが、�、�歳になると、遊びや物を共有すると

いった特定の行動を超えて、困った時に助け合い、苦しい時に励ましあう人を友達であ

ると答えるようになる。

Ｃ 仲間関係集団内の地位の低い児童は、身体的・言語的な報復的攻撃的行動をとること

が少なく、主張的行動をとることが多いといわれる。

Ｄ 青年期には、友人関係は浅く広い付き合い方から深く狭い付き合い方へと変わってい

く場合が多い。

（組み合わせ）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

� ○ ○ 姶 ○

� ○ ○ 姶 姶

� ○ 姶 ○ 姶

� 姶 姶 ○ ○

� 姶 姶 姶 ○
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問� 次の文は、ピアジェ（Piaget, J.）の前操作的段階についての記述である。適切な

記述を○、不適切な記述を姶とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ 	歳後半から
、�歳までの年齢段階をさす。

Ｂ 思考が行動と未分化であるという特徴がある。

Ｃ 時間の経過やみかけの変化にまどわされやすいという特徴がある。

Ｄ 事物や関係を、自分の観点だけではなく客観的にとらえることができるという特徴が

ある。

（組み合わせ）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ

� ○ 姶 ○ 姶

� ○ 姶 姶 ○

� 姶 ○ ○ 姶

� 姶 ○ 姶 ○

� 姶 姶 ○ ○
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問
 次の文は、ことばの発達に関する記述である。適切な記述を○、不適切な記述を姶

とした場合の正しい組み合わせを一つ選びなさい。

Ａ ことばは行動を調整するはたらきをもっている。�歳頃になると、まわりの状況がい

かなる場合でも、それを無視して、ことばだけの指示にしたがって行動がとれるように

なる。

Ｂ 話しことばの基となる発声は、生後�か月頃から現れる喃語にみられる。

Ｃ 養育者は、短い文で、ゆっくりと大きな抑揚をつけて話しかける。この独特な話し方

を一語文という。

Ｄ �歳代になると、二つのことばをならべて話すようになる。これを二語文といい、二

つのことばをつなげることによって、文法構造をもつという特徴が現れる。

Ｅ 幼児のことばは、具体的なことがらについて、親しい人と会話する形で展開する。こ

のように親しい人との対話を通してかわされることばを一次的ことばという。

（組み合わせ）

Ａ Ｂ Ｃ Ｄ Ｅ

� ○ ○ 姶 姶 姶

� ○ 姶 ○ 姶 姶

� 姶 ○ 姶 ○ 姶

� 姶 姶 ○ ○ ○

� 姶 姶 姶 ○ ○
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問� 次の文は、自己の発達についての記述である。不適切な記述を一つ選びなさい。

� 乳児期における自己意識は、感覚運動的に形成される身体的自己と社会的相互作用を

とおして確立していく対人的自己の両面によって成り立っている。

� 生後�か月頃になると、自分の手を目の前にかざし、その手をじっと見つめるハンド

リガードと呼ばれる現象がある。自分の見ている手が自分で動かしている手であること

に気づき、身体的自己を発見する。

� 客観的に自己を意識するようになる指標として、鏡映像の自己認知が用いられる。鏡

に映った姿が自分であることに気づく子どもは�歳半頃から急増する。

� 自己調整能力には、自己を主張する面と自己を抑制する面がある。幼児期においては、

二つの面とも完成に至ることが確かめられている。

� 幼児期には、子どもは自分を肯定的にとらえることが多い。児童期に入ると、他者と

の比較をとおして、自己を肯定的な面と否定的な面の双方があることに気づくようにな

る。

問� 次の文は、保育を進める上での基本的な考え方である『生きる喜びと困難に対処す

る力』を育てる上で、特に鍵となる点の記述である。不適切な記述を一つ選びなさい。

� 大人との関係で培われる有能感が元になる。

� 課題状況に積極的に対応する対処の仕方を援助する。

� 子ども自身の内部にある力や機能を資源として活用することが出来るようにする。

� がんばって課題に対処する中から喜びを汲み取れるようにする。

� 楽しくいつも幸せに暮らせることを最優先のこととする。
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問 10 次の文は、成人期の発達に関する記述である。不適切な記述を一つ選びなさい。

� 乳幼児を育てる頃は、現代社会のキャリア発達の状況からみると、育児、自己の生き

がい、仕事や職業などのバランスを再調整し始める時期である。

� エリクソン（Erikson, E.H.）は、成人初期および成人期の心理・社会的危機を、そ

れぞれ「親密性対孤立（独）」「生殖性（世代性）対停滞」としている。

� 母親だけでなく父親も、子育てをすることによって親は人格的な発達が促される。

� 青年期にアイデンティティを確立した後、成人期は人格が安定している。

� 成人期の心理・社会的危機の「生殖性（世代性）」には、子どもを育てることだけで

なく、職場で人材を養成すること、一般的に人を世話することを含んでいる。
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